
土

心のおやつの時間
　後2:30～3　図書館
あそぼう百人一首
　後3～4　図書館

心のおやつの時間
　後2:30～3　図書館
●サンタの城下町大野
　「お菓子の家作り講習会」
●多重債務者無料法律相談

●図書館クリスマス会

心のおやつの時間
　後2:30～3　図書館
おはなし会
　後3～3：30　図書館

金

3

10

17

24

31

休日急患診療
（☎ 65・8999）

4

11

18

25

世界人権デー

 国際障害者デー

大晦日

クリスマス

施　設　名 休　館　日

学びの里「めいりん」 28～31日

公民館 23・29～31日

図書館 6・13・19・20・23・27・29～31日

本願清水イトヨの里 6・13・20・24・27～31日

歴史博物館・民俗資料館 6・13・20・24・27～31日

穴馬民俗館・笛資料館
和泉郷土資料館

1～31日（3月31日まで）

越前大野城 1～31日（3月31日まで）

武家屋敷旧内山家 27～31日

文化会館 6・13・20・25・27・29～31日

B&G海洋センター 6・13・20・24・27・29～31日

エキサイト広場 1・8・15・22・24・29～31日

あっ宝んど 14日

うらら館 6・13・20・27日

平成の湯 7・14・21・28日

有終会館 平成24年4月1日まで休館

相　談　名 開 催 日 時  間 会場・問い合わせ先
年金相談 16日 前10～後3:30 商工会議所 ☎66・1230

結婚相談・女性悩みごと相談
（レディース・トラブル・バスター）

1・8・15・22日 後1:30～3:30 天神館（社会福祉協議会横）
（相談日のみ ☎65・0653）

☎66・1111
（児童福祉課 内線295）

心配ごと相談（電話相談可） 2・9・12・16日 前9～正午 天神館（社会福祉協議会横）
（相談日のみ ☎65・0653）

☎65・8773
（社会福祉協議会）

【その他】

経営 8日 後1～4

商工会議所

☎66・1230

労働 10日 後1～4

金融 13日 後1～4

法律 16日 後1～4

税務 22日 後1～4

夜間相談 2・9・16日 後5:30～8

和泉地区相談会 8・22日 前10～後3

【中小企業相談】（商工業に関する相談）

（会場）和泉ふれあい会館

要申込

要申込

要申込

要申込

要申込

（日本政策金融公庫・中小企業事業）

【診療科目】
　小児科（日･祝日のみ）内科･外科

【診療時間】
　土曜日　後1～９（4・11・18・25日）
　日・ 祝 　前９～後９（5・12・19・23・26・31日）

あっ宝んど・うらら館・平成の湯は年末年始も営業します
【年末】 3館とも31日まで営業します。
【年始】 あっ宝んど・うらら館は1日から、平成の湯は

2日から営業します。
※営業時間など詳しくは各施設にお問い合せください。

あっ宝んど Tel.66-7900／うらら館 Tel.67-7007／平成の湯 Tel.78-2910

♨
冬季期間中

次の施設は休館となります。
越前大野城、穴馬民俗館、和泉郷土資料館、笛資料館は、
12月1日から平成23年3月31日までの間、休館となります。
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木

機能訓練
　後1：30～3：30　保健センター
市民課窓口延長　～後8

機能訓練
　後1：30～3：30　保健センター
市民課窓口延長　～後8

機能訓練
　後1：30～3：30　保健センター
市民課窓口延長　～後8

ごみの祝日収集・受入れ
　前8:30～正午　後1～4:30
　ビュークリーンおくえつ

水

推定筋肉量定期測定
　前9～後7　保健センター

●「ねんきん定期便」無料相談

●市議会本会議（予定）

介護保険制度説明会
　前10～11：30　市役所
絵本の部屋
　前10～正午　図書館
●「ねんきん定期便」無料相談
●薬草風呂

火

●市議会本会議（予定）

１歳半児健康診査
　後１～1:40　保健センター

月

●市議会本会議（予定）
機能訓練
　後1：30～3：30　保健センター
市民課窓口延長　～後8

機能訓練
　後1：30～3：30　保健センター
市民課窓口延長　～後8

機能訓練
　後1：30～3：30　保健センター
市民課窓口延長　～後8

機能訓練
　後1：30～3：30　保健センター
市民課窓口延長　～後8

日

●歴史博物館講座

●ごみの第4日曜日受入れ
　前8:30～正午　後1～4:30
　ビュークリーンおくえつ

7

14

21

28

6

13

20

27

2

9

16

23

30

5

12

19

26

家庭の日
食育の日

師 走
し わ す

12月

大雪 針供養

省エネルギー総点検の日 
世界エイズデー

青少年育成の日

冬至

官庁仕事納め

天皇誕生日

相　談　名 開　催　日 時　　間 会場・問い合わせ先
育児相談会 12・22日 前10～11

保健センター ☎65・7333
健康栄養相談 14日 前9～11

心の健康相談 1・15日 後2～3

奥越健康福祉センター
☎66・2076

エイズ相談検査、B型・C型肝炎相談検査 7・21日 前9～11

女性相談 2・6・9・16・20・30日 前9～後5:15

育児不安解消サポート教室
（おひさま広場） なし 後1:30～3

断酒会 19日 後1～3 学びの里「めいりん」 ☎65・5590

幼児のことばと発達相談 7・14・21・28日 前9：30～11:30 ことばの教室（有終東小学校内） ☎65・8535

ニコニコキッズ教室 8・22日 前9：30～11:30 学びの里「めいりん」 ☎65・8535
（ことばの教室）

補聴器相談 13日 前10～正午 市役所社会福祉課相談室 ☎66・1111
（社会福祉課 内線472）

【保健関係】

人権相談・行政相談 2・16日 後1:30～3:30 天神館（社会福祉協議会横） ☎66・1111
（総務課 内線244）

法律相談 9・16日 後1～4 天神館（社会福祉協議会横） ☎65・8773
（社会福祉協議会）

【法律関係】

要申込

要申込

要申込

要申込

1

8

15

22

29

今 月 の 納 税

固定資産税　   第3期分
国民健康保険税　 第6期分

◆納期限  12月27日（月）
★納税は便利な口座振替を

ご利用ください

■地球温暖化防止推進月間
■大気汚染防止推進月間
■歳末助け合い運動
■雪に備える週間（1～7日）
■雪崩防災週間（1～7日）
■障害者週間（3～9日）
■人権週間（4～10日）
■北朝鮮人権侵害問題啓発週間
　（10～16日）
●印の行事は別の紙面で詳しく記載しています。

会場：大野市子育て支援センター

　後期高齢者医療保険料（普
通徴収）第６期は、１月４日
が納期限です。年内のお早
めに、お納めください。
•後期高齢者医療保険料

第6期
◆納期限　1月4日（火）

※年末年始の金融機関の休業
に、ご注意ください。
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水ようかんづくり講座
日時　12月８日水午後７時～８時
　30分
場所　富田公民館
講師　菓子職人　山内浩一さん
定員　20人（先着）
受講料　500円
持ち物　エプロン、三角きん、食
　品保存容器
締切　12月６日月
問　富田公民館（☎66・4101）

デコアート体験教室
日時　12月13日月午後７時～９時
場所　富田公民館
講師　デコアーティスト　石橋加
　奈子さん
定員　10人（先着）
受講料　500円
持ち物　携帯電話機など飾り付け
　たいもの
締切　12月６日月
問　富田公民館（☎66・4101）

親子のふれあい講座
日時　12月26日日午前９時30分
　～11時30分
場所　学びの里「めいりん」
テーマ　お父さんとミニ門松を作
　ろう
講師　県認定むらの達人　松田忠
　雄さん
対象　小学生の親子
定員　親子10組
受講料　300円（１組当たり。材
　料代込み）

持ち物　花切りはさみ
申込方法　電話や電子メール、
　ファクス
締切　12月17日金
問　社会教育課社会教育係
　（☎65・5590）FAX66・2885
Ｅメール   syakai@city.fukui-ono.lg.jp

歴史博物館講座
　アヘン戦争のとらえ方には、大
きな藩と小さな藩とでは違いがあ
りました。山間の小藩である大野
藩はどのように受け止めて、どの
ような対策を取ったのかを説明し
ます。
日時　12月12日日午後１時30分
　～３時
場所　図書館
テーマ　アヘン戦争と大野藩
講師　博物館学芸員
定員　50人（先着）

受講料　無料
締切　12月11日土午後４時
問　歴史博物館
　（☎FAX65・5520）

ハローピープル講座
作ってみよう消しゴムはんこ
日時　12月12日日午前９時30分
　～11時30分
場所　図書館
講師　竹田綾子さん
定員　10人（先着）
受講料　500円（材料代込み）
締切　12月８日水
問　図書館（☎65・5500）

教室・講座

冬のみんなでスポーツ
室内運動で全身を暖める教室を開催します。

問　スポーツ課社会体育係（☎66・1111内線532）

　運動機器を正しく使い、有酸素、無酸素を組み合わせた運
動を行います。

シェイプアップ教室

（全７回）平成23年１月12日〜２月23日の水
午前11時〜正午
フィットネススタジオ  Ｂeauto（日吉町）
指導員  山崎絵美さん
18歳以上の女性
15人（先着）
1,000円。みんスポクラブ会員は無料
上履き、タオル、飲み物
１月７日金

期間
時間
場所
講師
対象
定員

締切

受講料
持ち物

　裸足で青竹を踏む運動を行い、身体の末端まで血流を促
します。

青竹体験教室

（全５回）平成23年１月20日〜２月17日の木
午後１時30分〜２時10分
新田塚スイミングスクール大野（天神町）
指導員  三嶋勇志さん
60歳以上
15人（先着）
1,000円。みんスポクラブ会員は無料
タオル、飲み物
１月14日金

期間
時間
場所
講師
対象
定員

締切

受講料
持ち物

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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冬の茶会体験
　もてなしに使えるせん茶の作法
を体験してみませんか。
日時　12月20日月①午後１時30分
　～３時②午後７時30分～９時
場所　下庄公民館
内容　①和室での作法を体験
　②洋室での作法「立礼」を体験
講師　友光会　杉原好子さん
定員　各10人（先着。①②両方
　の参加もできる）
受講料　300円程度（茶代、菓子
　代込み）
締切　12月15日水
その他　和室では座いすを貸し出す
問　下庄公民館（☎66・2142）

かぎ針編みのマフラー講座
　スパンコールがポイントの柔ら
かい糸を使って、マフラーを編ん
でみませんか。
日時　（全２回）12月13日月、
　20日月の午後７時～９時
場所　勤労青少年ホーム（下庄公
　民館併設）
講師　前田裕子さん、三嶋ゆかり
　さん
定員　15人（先着）
受講料　1,500円（材料代込み）
持ち物　５号のかぎ針
締切　12月10日金
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

チャイのおいしい入れ方講座
　スパイス入りミルクティーの一
つマサーラーチャイのおいしい入
れ方を学びます。
日時　12月21日火午後７時～９時
場所　勤労青少年ホーム（下庄公
　民館併設）
講師　ティーコーディネイター　
　五井美紀さん
定員　15人（先着）

受講料　500円（材料代込み）
締切　12月17日金
問　勤労青少年ホーム
　（☎65・7221）

正月の花飾り講座
　正月に玄関や部屋に飾る小さな
生け花を作ってみませんか。
日時　12月27日月午後７時～９時
場所　勤労青少年ホーム（下庄公
　民館併設）
講師　松間たつ子さん
定員　15人（先着）
受講料　1,500円（材料代込み）
持ち物　花はさみ
締切　12月20日月
問　勤労青少年　
ホーム
　（☎65・7221）

ファミリースキー教室
　スキー技術の向上を目指し、ス
キーの楽しさを体験しませんか。
期間　２月５日土午前11時開講、
　６日日午後２時10分解散
場所　六呂師高原スキー場（宿泊
　は県立奥越高原青少年自然の家）
内容　１日目は児童生徒とその保
　護者は別々に、各自の技能に応
　じて研修を受ける。２日目は、
　児童生徒とその保護者が一緒に
　研修を受ける
講師　全日本スキー連盟公認指導
　員、自然の家職員など
対象　小学３年生以上とその保護者
定員　120人（先着）
受講料　１人当たり3,000円（宿
　泊代、食事代と傷害保険代込み）
持ち物　スキー用具（希望する場
　合、無料で貸し出す）スキーが
　できる服装（スキーウェア、手
　袋、帽子、ゴーグルなど）、上
　履き、着替え、洗面用具、入浴
　用具、受講料、健康保険証、ご
　み入れ用ナイロン袋、必要な人

　は手鏡、リフト代（リフト券は
　１回当たり200円で10枚単位で
　販売し、余った場合は返金する）
申込方法　電話で参加者の氏名、
　性別、年齢、住所、電話番号、
　送迎バス利用希望の有無を伝え
　る。受け付け後に参加確認書な
　どが郵送されるのでファクスか
　郵送
募集期間　12月11日土～翌１月
　９日日
その他　積雪の状況による可否決
　定は２月２日に行い、中止の場
　合は電話連絡を行う。ＪＲ越前
　大野駅を発着点とする送迎用マ
　イクロバスを運行し、先着21
　人まで受け付ける。ＪＲ越前大
　野駅発は午前10時10分、自然
　の家発は６日午後２時30分
問　県立奥越高原青少年自然の家
　（☎67・1321）

築城430年祭市民自主事業
サンタの城下町大野

「お菓子の家」作り講習会
　クッキーなどで「お菓子の家」
を作ってみませんか。
日時　12月11日土午後１時30分
　～３時
場所　ショッピングモールＶＩＯ
講師　ティンクル会員
定員　50人（先着）
受講料　2,000円（材料代込み）
締切　12月７日火
その他　パンとクッキーで作った
　ジオラマ作品を４日から12日
　までショッピングモールＶＩＯ
　で展示
問　手作りハウスティンクル
　（☎66・4876）

教室・講座
あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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お知らせ
クリスマス会

日時　12月18日土【①幼児以上】
　午後１時～２時30 分【②小学
　生以上】午後３時～４時30分
場所　図書館
内容　①読み聞かせと影絵
　②ストーリーテリングなど
定員　① 150人② 50人（いずれ
　も先着）
参加料　無料
持ち物　飲み物、招待券、こころ
　のおやつカード
その他　招待券を12月４日から図
　書館で配布。プレゼントがある
問　図書館（☎65・5500）

薬草風呂
日時　12月22日水午後３時～９時
場所　市内５公衆浴場（東湯、改
　盛湯、亀山湯、キューピー湯、
　日乃出湯）
入浴料　無料
問　市民課保険年金係
　（☎66・1111 内線456）

味自慢大会出品募集
　奥越前観光連盟では、郡上市観
光連盟との交流事業として、なれ
ずし、漬物などの味自慢大会を来
年１月21日に岐阜県郡上市で開
催します。その出品を募集します。
出品部門　なれずしの部、漬物の
　部、酢の物の部
応募方法　各公民館に設置の申込
　用紙に記入し提出
締切　12月24日金
問　奥越前観光連盟事務局
　（大野・勝山地区広域行政事務
　組合内☎66・6690）

ごみ祝日・第４日曜日受入れ
月日　12月23日木天皇誕生日、　
　26日日

時間　午前８時30分～正午、
　午後１時～４時30分
その他　年末は30日木まで特別受
　入れを行い、年始は１月４日火
　から受入れます
問　大野・勝山地区
　広域行政事務組合
　（☎66・6690）

平成23年版県民手帳を販売
　平成23年版県民手帳を情報広
報課や和泉支所、書店で１冊400
円で販売しています。
内容　【日記編】月間予定表など
　【資料編】国、県、市町主要統
　計など【名簿編】県庁、市町、
　中央官庁の所在地など【生活便
　覧】県内観光所、文化施設など
問　情報広報課情報管理係
　（☎66・1111 内線444）

住民基本台帳カードや電子
証明書の取得はお早めに

　国税電子申告・納税システム
e-taxを利用するには、事前に住
民基本台帳カードと電子証明書を
準備する必要があります。住民基
本台帳カードは市役所市民課窓口
や和泉支所で発行しています。電
子証明書は市役所市民課窓口で発
行しています。
　住民基本台帳カード、電子証明
書の発行には、印鑑、運転免許証
などの顔写真付き身分証明書が必
要です。顔写真付き身分証明書を

持っていない場合、申請後に照会
書を送付しますので、後日照会書
を持参した際に発行します。
　確定申告時期が近付くと、窓口
が大変込み合いますので、住民基
本台帳カード、電子証明書は早め
に取得してください。
問　市民課市民窓口係
　（☎66・1111 内線453）

はじめよう
ママ・ファースト運動

　子育てにやさしい社会を実現す
るため、妊娠中の人や小さな子ど
もを連れた人の優先に協力しま
しょう。すまいるＦカードの申し
込みも受付中です。
問　県子ども家庭課
　（☎0776・20・0341）

福井県

　経済産業省や県、市では工業統計調査を実施しま

す。この調査は、製造業を営む事業所の活動実態を

明らかにし、各種の行政施策を立案する際の重要な

資料を得ることを目的としています。調査結果は研

究資料や学校教材として広く利用されます。

　対象となる事業所には、12月から来年１月に

かけて調査員が訪問しますので、協力をお願いし

ます。

問　情報広報課情報管理係（☎66・1111内線444）

工業統計調査に協力を
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お知らせ
狩猟免許試験

日時　１月29日土午前９時30分
　～午後５時
場所　県職員会館（福井市松本３
　丁目）
申請方法　申請用紙に必要事項を
　記入し、県奥越農林総合事務所
　へ提出
申請期間　12月１日水～24日金
問　県奥越農林総合事務所
　（☎65・1492）

みんなでなろう
エコファーマー

　県では環境にやさしい米づく
りで、安全安心な福井米を全国に
アピールするために福井米全生
産者のエコファーマー化を推進
しています。子や孫に自然豊かな
環境を残すために、土づくりを基
本に農薬と化学肥料を通常より
２割以上減らした栽培を目指す
農業者をエコファーマーとして
認定しています。
問　県奥越農林総合事務所
　（☎65・1282）
　県食の安全安心課
　（☎0776・20・0425）

国民年金保険料の収納業務
民間事業者に委託

　日本年金機構は、国民年金保険
料を納め忘れた人に対する電話や
文書、訪問などの納付案内を民間
事業者に委託しています。県内

では株式会社キャリアリンク（☎
0120・925・997）へ 委 託 し て い
ます。
　委託事業者が電話による納付案
内を行う場合は、厚生労働省（日
本年金機構）が発行する納付書で、
最寄りの金融機関やコンビニエン
スストアなどでの保険料納付を依
頼します。
　銀行の口座番号を指定し、現金
自動預払機（ATM）の操作により
保険料を振り込ませることはあり
ませんので、振り込め詐欺に注意
してください。
問　福井年金事務所
　（☎0776・23・4516）

多重債務者無料法律相談
　福井弁護
士会や県司
法書士会の
会員が、無
料で相談に
応じます。一人で悩まず、まずは
相談してみませんか。
日時　12月11日土午前９時～午後
　４時
場所　市役所内
締切　12月10日金
その他　当日も受け付けるが電話
　連絡が必要。電話相談は不可
問　消費者相談センター
　（生活防災課市民生活係内
　☎66・1111 内線463)

「ねんきん定期便」無料相談
　福井年金事務所が社会保険労務
士による「ねんきん定期便」の無料
相談を実施します。
月日　12月８日水、22日水
時間　午前10時～午後４時
場所　市役所内
その他　「ねんきん定期便」に同
　封されている書類、印鑑、年金
　証書か年金手帳を持参。本人以
　外が相談の場合、委任状が必要
問　市民課保険年金係
　（☎66・1111 内線456）

求人の閲覧
パソコンに変更

　ハローワーク大野では求人情
報の閲覧がパソコンに変更され
ました。従来の紙面による情報提
供は廃止され、閲覧用パソコン
18台を11月29日から設置。操作
は簡単で、画面に触れることでで
きます。求人情報は印刷し持ち帰
ることができますので利用して
ください。
問　ハローワーク大野
　（☎66・2408）

　高齢者の交流活動を進め、
閉じこもりを予防するため「お
出かけほっとサロン事業」を
行っています。あっ宝んど、
うらら館、フレアール和泉、
パークホテル九頭竜で、介護
予防教室や昼食、入浴をして、
ゆったりと過ごすことができ
ますので、気軽に参加してく
ださい。
　対象は老人クラブの会員などで、参加料は送迎や入浴、
昼食代を含み１人当たり1,000円です。
問　社会福祉協議会（☎65・8773）

★
★
★
★
★
★
★お出かけほっとサロン
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◆パソコン基礎コース
　パソコン、ワード、エクセルの基
礎を学ぶ。
▼Office2003
期間　（全20回）１月11日～３月
　17日の火木
時間　午後７時～９時
受講料　２万円
締切　１月４日火
その他　テキスト代は2,100円
▼Office2007
期間　（全20回）１月11日～３月
　17日の火木
時間　午後７時～９時
受講料　２万円
締切　１月４日火
その他　テキスト代は2,100円
◆ゆっくりじっくりパソコン＆　
　ワード入門Office2007
　パソコン入門とワード入門の内
容をゆっくりと学ぶ。
期間　（全16回）１月６日～２月２
　日の火～金
時間　午前９時40分～11時40分
受講料　１万5000円
締切　12月21日火
その他　テキスト代は2,100円
◆エクセル入門Office2007
　集計表の作成、数式や関数の使用
方法、棒グラフの作成などを学ぶ。
期間　（全８回）１月５日～28日
　水金
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　8,000円
締切　12月21日火
その他　テキスト代は2,100円
◆ワードビジネス活用編
　実務に即した題材を行いなが
ら、ワードのビジネスに活用でき
る機能や、効率的な操作を学ぶ。
▼Office2003
期間　（全10回）１月７日～２月９
　日水金
時間　午後７時～９時
受講料　１万円
締切　12月24日金
その他　テキスト代は2,625円
▼Office2007
期間　（全10回）①１月11日～２
　月10日火木②１月12日～２月
　16日水金（２月11日は休み）
時間　①午後１時30分～３時30分

　②午後７時～９時
受講料　各１万円
締切　①１月４日火②１月５日水
その他　テキスト代は2,730円
◆ホームページ作成入門
　ホームページ作成ソフト「ホー
ムページ・ビルダー 12」の基本操
作を学ぶ。
期間　（全10回）１月11日～２月
　10日火木
時間　午後７時～９時
受講料　１万円
締切　１月４日火
その他　テキスト代は2,625円
◆生け花アレンジ講座正月編
　正月用に職場や自宅などに飾れ
るような生け花を学ぶ。
日時　12月22日水午後７時～９時
受講料　1,000円
締切　12月９日木
その他　材料代は3,000円
◆年賀状作成入門Office2007
　年賀状の宛名印刷と、裏面には
イラストを取り入れた文面を作成
する方法を学ぶ。
期間　（全４回）12月14日～17日
　の火～金
時間　午後７時～９時
受講料　4,000円
締切　12月７日火
その他　テキスト代は977円
◆ワード＆エクセル＆
　パワーポイント入門Office2007
　ビジネスにおいて必須といえる
ワードやエクセル、パワーポイン
トの基礎を学ぶ。
期間　（全12回）12月12日～3月27
　日の日（12月19日、１月２日、
　１月16日、２月13日は休み）
時間　正午～午後５時
受講料　３万円
締切　12月３日金
その他　テキスト代は2,520円
◆ＪＷ－ＣＡＤ応用
　ＪＷ－ＣＡＤ入門より応用的な
操作を学ぶ。敷地図や設計図、部分
詳細図など独自の操作を必要とす
るさまざまな作図方法を学ぶ。
期間　（全11回）１月15日～３月
　26日の土
時間　午前９時～午後０時30分
受講料　２万5000円

締切　12月24日金
その他　テキスト代は3,360円
◆パソコン資格取得講座ＭＣＡＳ
　MicrosoftOffice検定受験対策
　講座（ワード・エクセル総合）
　ワードやエクセルの操作能力を
証明するマイクロソフト社認定資
格の取得に向けて学ぶ。
期間　（全12回）１月８日～３月26
　日の土
時間　午後１時30分～５時
受講料　２万5000円
締切　12月21日火
その他　テキスト代は4,200円
◆パソコン資格取得講座　
　MicrosoftOfficeSpecialist検定
　受験対策講座（ワード）
　ワードの操作能力を証明するマ
イクロソフト社認定資格の取得に
向けて学ぶ。
期間　（全10回）１月12日～２月
　16日の水金（２月11日は休み）
時間　午後７時～９時
受講料　１万2000円
締切　１月４日火
その他　テキスト代は2,100円
◆書道講座
　季節のあいさつや祝いの手紙、
履歴書やビジネス文書で発揮でき
る美しい字を学ぶ。ペン字、細字の
選択ができる。
期間　（全12回）１月12日～３月
　30日水
時間　午後１時30分～３時30分
受講料　9,000円
締切　１月５日水
その他　ボールペン、墨汁、半紙、
　下敷きは貸し出し可

問　職業訓練センター
　（☎65・6840）

◆ ◆ 職業訓練センター 各種講座案内 ◆ ◆

講師常駐 
無料でパソコン使用

ＩＴ学習支援センターでは、ワードやエ
クセルの利用、相談は無料です。利用
ください。
利用時間　㊋木  午後1時～6時
　　　　　水金  午後5時～8時
　　　　　圡  午前10時～午後5時
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ちっくた くっ
の行事予定

♪子育て塾～マイスターによる身体測定と育児相談
　【１歳３カ月未満児対象】　※母子手帳をご持参ください。
　7日（火）前10～正午
　【１歳３カ月以上児対象】　※母子手帳をご持参ください。
　16日（木）前10～正午
♪ママリフレッシュ講座～すわるビクス
　（大野公民館共催）※要申込、託児有り　　
　日時：8日（水）前10：30～11：30
　場所：学びの里「めいりん」（洋室大）
　講師：小嶋ちづるさん
　持ち物：内ズック、タオル、お茶
　その他：運動のできる服装

♪工作会～クリスマスリース作り　※要申込、限定10組
　日時：14日（火）前10～正午
♪食育～親子でクリスマスパーティー「ケーキ作り」
　※要申込、限定12組
　日時：15日（水）前10～正午
　持ち物：マスク、エプロン、三角きん、お茶、　　

フォーク、生クリームを塗るナイフ
　参加料：300円
♪ 0～1歳3カ月までのお友達ひろば　
　7日（火）・14日（火）・21日（火）・28日（火）
　前10～正午

☆たんぽぽ広場
日時：毎週月～金曜日　前9～後2
場所：地域子育て支援センター（義景保育園内）
≪主な行事≫

【ことばの相談】　1日（水）前10～正午　※ことばの教室指導員対応
【クリスマス製作】　6日（月）前9:30～11:30　随時、製作
【給食試食会】　2日（木）前11:30～　※離乳食にも対応、要申込

27日（月）前11:30～　※普通食のみ、要申込
【クリスマスコンサート】　10日（金）前10～11　※要申込
【保健師による発育相談】　13日（月）前10:30～11:30
【誕生会】　27日（月）前10：45～

☆ほのぼの広場（公立保育園開放）　
日時：7日（火）・21日（火）　前9～11　
場所：大野市公立保育園
　　 （春日・あかね・荒島・阪谷・和泉）
※ほのぼの広場終了後は、たんぽぽ広場をご
　利用ください。
☆育児相談（電話・面接のほかEメールでも可）
日時：毎週月～金曜日　前9～後5
場所：地域子育て支援センター（義景保育園内）

※子育て支援センターの行事予定表“あそびにおいでよ！”は、図書館・公民館などにあります。また、大野市のホームページからもご覧になれます。

子育て支援センターだより 子育て支援センターは、
子育てをしているお家の方なら、
どなたでも利用できます。

【問い合わせ】☎65・7188 Eメール kosodate@city.fukui-ono.lg.jp

ちっく・たっくは親子で参加できる子育て交流ひろばです。
ショッピングモールヴィオの定休日を除く毎日開いています。

（前10～後6:30）
【定休日】 1日（水） 【年末休業】 31日（金）
【問い合わせは】☎66・3775

みんスポクラブ クリスマスパーティー2010

もちつき大会 エイズ
夜間相談・検査

償却資産申告
1月31日までに

　小・中学生が活動するみんスポクラブリーダー会が活動紹介やレクリエーションを行うパーティー
を開催します。

問　みんスポクラブ事務局（☎66・1990）

問　あっ宝んど（☎66・7900）

問　県奥越健康福祉センター　
　（☎66・2076）

　12月１日の世界エイズデーに夜
間相談と検査を無料で応じます。

　平成23年１月１日現在、本
市で事業用の償却資産を所
有するか他の事業者に事業
用として貸し付けている法
人や個人は、法律により申
告することが義務付けられ
ています。
問　税務課資産税係
　（☎66・1111 内線427）

12月19日㊐月日

12月１日水
午後６時〜８時

日時
あっ宝んど場所

県奥越健康福祉センター場所

12月10日金締切申込書をスポーツ課かＢ＆Ｇ海洋センターに提出申込方法

12月18日圡午後１時30分〜４時30分日時 学びの里「めいりん」場所

（２回開催）
午前11時30分と午後３時

時間

ダンスやビンゴ、プレゼント配布など内容 市内の小学生対象

あっ宝んど利用者に無料
でもちを振る舞う。もち
つきの参加もできる

内容

80人（先着）定員 500円（当日集金。みんスポクラブの会員は無料）参加料

その他 22日水・23日木天皇誕生
日は生のユズをそのまま浮
かべた「柚

ゆ ず

子風呂」を実施

その他 事前予約は不要
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●南部児童センター（☎66・2133） 開催日 時　間 備　考
ポートボールをしよう 1～3日 後3：30～ 小学生対象
おやつ作り（芋ようかん） 7日 後3：30～ 参加料20円

お楽しみ会（おまつり広場） 18日 後1～3：30
小学生対象、参加料200円
※後1～3:30は、申込者のみ　
　センター利用可

ゆうゆうファミリーたいむ「ケーキ作り」 25日 後1：30～ 親子10 組、要申込
大そうじ  27日 随時 センターを利用する児童

●北部児童センター（☎65・3665） 開催日 時　間 備　考
トランポリン 1・14日 後4～

お楽しみ会（パントマイムとケーキ作り）
※前10～正午は、申込者のみセンター利用可

11日 前10～正午
小学生対象定員有り、
参加料300円、申込締切8日

ジャンボかるたをしよう 17日 後3：30～ 小学生対象
クリスマスの飾り作り 21・22日 後3：30～ 小学生40人、参加料10円
大そうじ 28日 後2～ センターを利用する児童

●東部児童センター（☎66・5233） 開催日 時　間 備　考
クリスマス飾り作り（松ぼっくり使用） 1～3日 後3～4：30 参加料20円
トランポリン 6日 後4～

わくわくクッキング（いちごサンタ） 11日 後1～
小学生対象、参加料100円、
エプロン・三角きん、
申込締切8日

ユニホック大会 15日 後4～ 小学生対象
おやつ（豚汁） 20日 後1～ 参加料50円
プラ板キーホルダー作り 20・21日 後2：30～4：30 参加料30円
大そうじ 27日 後2～4 センターを利用する児童

●和泉児童センター（☎78・2655） 開催日 時　間 備　考
人権レクリエーション 6日 前3：30～4：30 公民館共催

消しゴムはんこ作り 13日 後3：30～
小学生対象、参加料50円、
公民館共催

しめ縄作り 20日 後3：30～ 小学生対象

お楽しみ会（お年寄りとの交流会） 27日 前10～後2：30
参加料500円、エプロン・
三角きん、公民館共催

●西部児童センター（☎66・0912） 開催日 時　間 備　考
工作（ミニクリスマスツリー作り） 1～3日 後3～5 参加料20円
おやつ会（のっぺい汁） 8日 後3～ 参加料20円
お菓子作り教室（ミニクリスマスケーキ） 18日 後1：30～ 参加料50円、要申込

大そうじ 22日 後3：30～
センターを利用する児童、
ぞうきん

青少年悩みごと相談
（ヤングテレホン）

奥越青少年愛護センター
（市役所内）

☎66・1006

教育なんでも相談
110番

適応指導教室
（青少年教育センター）

☎66・7717

子ども救急医療相談
（毎日後7～11）

☎♯8000（短縮ダイヤル）
または

☎0776・25・9955
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み
ん
な
の
図
書
館

新
着
図
書

読書のススメ
【
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

龍
馬
史（
磯
田
道
史
）や
り
た
い
仕
事
が

あ
る
！（
池
上
彰
）作
っ
て
あ
げ
た
い
赤

ち
ゃ
ん
ニ
ッ
ト（
渡
部
サ
ト
）ア
ン
ナ
の

道（
直
井
里
予
）三
島
由
紀
夫
と
司
馬
遼

太
郎（
松
本
健
一
）無
終
の
町
有
終
の
人

（
黒
原
孝
雄
）

【
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
】

流
転
の
影（
浅
黄
斑
）マ
ボ
ロ
シ
の
島
（
太

田
光
）郷
愁
と
い
う
名
の
密
室（
牧
薩
次
）

歌
う
ク
ジ
ラ（
村
上
龍
）
タ
イ
ニ
ー
ス

ト
ー
リ
ー
ズ（
山
田
詠
美
）ロ
ー
ド
サ
イ

ド
・
ク
ロ
ス（
デ
ィ
ー
ヴ
ァ
―
）ふ
ふ
ふ

ふ（
井
上
ひ
さ
し
）

【
児
童
書
】

わ
く
わ
く
図
書
館（
１
～
３
）（
紺
野
順

子
）ひ
ぐ
れ
の
ラ
ッ
パ（
安
房
直
子
）ね
む

れ
な
け
れ
ば
木
に
の
ぼ
れ（
エ
イ
キ
ン
）

男
子
弁
当
部（
イ
ノ
ウ
エ
ミ
ホ
コ
）い
そ

が
し
い
ク
リ
ス
マ
ス（
シ
ャ
ー
マ
ッ
ト
）

イ
ト
ウ
く
ん（
三
木
卓
）

【
絵
本
】

し
ま
ふ
く
ろ
う（
手
島
圭
三
郎
）お
か
の

う
え
の
ギ
リ
ス（
リ
ー
フ
）え
ほ
ん
あ
い

う
え
お
に
ぎ
り（
ね
じ
め
正
一
）ル
ラ
ル

さ
ん
の
た
ん
じ
ょ
う
び（
い
と
う
ひ
ろ

し
）ク
リ
ス
マ
ス
の
ち
い
さ
な
お
く
り
も

の（
ア
ト
リ
ー
）だ
い
こ
ん
だ
ん
め
ん
れ

ん
こ
ん
ざ
ん
ね
ん
（
加
古
里
子
）

親から子へ、読み伝えたい本

歌田明弘 著
筑摩書房 刊

　今年、読書端末「i Pad」の発売で、「電子書籍」
が大きな話題になりました。電子書籍について
解説した本も、たくさん出版されました。
　この本では、読書端末の発達と、書籍のデジ
タル化の歩みを振り返っています。また、読書
端末と電子書籍が現在抱えている、著作権や電
子書籍の流通の仕組みの問題について、詳しく
説明しています。
　電子書籍と紙の本や新聞との共生の道は、あ
るのでしょうか。読書の未来を考える一冊です。

『電子書籍の時代は
本当に来るのか』

　今月は、大野市子ども読書活動推進委員会が
実施した「おすすめの本募集アンケート」の結果
から、大人から子どもたちに薦めたい本を紹介
します。
　小さいころに、読んでもらったり自分で読ん
だりして心に残っている本を、「自分の子ども
に、読んであげたい」「時期がきたら、子どもに
読んでほしい」と思っている本です。
　「自分が子どものころに読んでいた本が、今も
読み継がれているのを見ると、とてもうれしく
思います」や、「小学生のころ、朝、少しずつ先
生が読んでくれました。とても感動したのを覚
えています」「親子２代で読み続けています」と
いった意見が寄せられました。　

『ぐりとぐら』
福音館書店

（なかがわりえこ・やまわきゆりこ）

『おおきなおおきなおいも』
（赤羽末吉）福音館書店

『兎の眼』（灰谷健次郎）新潮社

『おしいれのぼうけん』（古田足日）童心社

『てぶくろ』（ラチョフ）福音館書店

『100万回生きたねこ』（佐野洋子）講談社

『ふたりのロッテ』（ケストナー）岩波書店

『ちいさいモモちゃん』（松谷みよこ）講談社

あ
な
た
の
知
り
た
い
情
報

み
っ
け
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10
月
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日
に
開
か
れ
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前
大
野
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４
３
０
年
祭
記
念
パ
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ド
で

ア
ピ
ー
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コ
ン
テ
ス
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出

場
し
ま
し
た
�
20
歳
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と
し
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人
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で
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サ
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バ

を
踊
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最
優
秀
賞
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獲
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ま
し
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�

 
同
金
庫
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知
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す
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ま
し
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ま
し
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事
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ド
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テ
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�
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れ
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�
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れ
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え
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�
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ま
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く
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も
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え
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﹁
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﹂
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述
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﹁
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融
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﹂
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広告

　藤田悠
ゆう

菜
な

さんは、９月17日に坂井市の坂
井中学校で開かれた「少年の主張」コンクー
ル県大会で、最優秀である県知事賞を受賞
しました。コンクールには41校１万1785人
から応募があり、書類審査や県内４ブロッ
クの発表会を通過した８人が出場しました。
藤田さんは、有終会館で開かれた奥越ブロッ
ク大会で「誰かのために自分のために」のタ
イトルで発表し、県大会への出場権を得まし
た。ボランティアで道の駅などのトイレ掃除
を行い、気持ちがよかったことから、今後も
人のために役立つことが喜びにつながるこ
とを広めたいと話しました。藤田さんに受賞
の喜びや発表時の様子などを聞きました。

　　知事賞の受賞おめでとうございます
　ありがとうございます。通っている和泉中
学校の生徒は20人と少なく、大勢の前で発
表することは初めてでした。奥越ブロックの
審査では開成中３年生100人ほどの前で発表
しましたが、県大会になると700人ほどの前
で緊張しました。発表した皆さんはとても上
手で、知事賞の発表で自分の名前が呼ばれた
ときは聞き間違いかと思うほどびっくりしま
した。受賞について報道されたので、近所の
人にもおめでとうと声を掛けられています。

　　どんな練習をしましたか
　奥越大会では、非常に緊張してしまったの
で、県大会に向けて家でも練習しました。原
稿を見ないで、自分の気持ちが聞いている人
に伝わるように心掛けました。伝えたいとこ
ろを強くするなど、強弱を付けて声を出しま
した。

　　発表はどのような内容でしたか
　昨年から、先生の誘いがきっかけで、上級
生が行っていたボランティアに参加しまし
た。主に５月の連休や夏休みなどは多くの人
に気持ちよく和泉地区を訪れてほしかったの
で、駅舎や九頭竜まつりの会場などでトイレ
掃除を行いました。そこで学んだボランティ
アの大切さなどを学校の生徒会で伝え、今で
は多くの生徒が参加するようになりました。
感謝の声を聞くことがうれしく感じたことな
ど、その経験を通した発表にしました。

　　今後の目標はありますか
　人前で話すことに慣れて、もっと上手く伝
えることができるようになればうれしいで
す。この発表の経験から、大きなことをする
には勇気が必要だと分かりました。機会があ
れば積極的に、いろいろなことに挑戦したい
と思うようになりました。将来は人の役に立
つ仕事に就けるように、頑張りたいと思って
います。

藤田 悠菜さん （和泉中３年）

県
少
年
の
主
張
コ
ン
ク
�
ル
で
県
知
事
賞
受
賞

 

人
の
役
に
立
つ
喜
び
を
広
め
た
い

こんにちは
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話題のひろば

　10月17日から24日にかけて、有終会館
で大野児童画展が開催され、市内の幼児
や児童が描いた絵画作品約100点が展示
されました。最終日には靉嘔氏が来場し、
子どもの自由な感性で描かれた画風に微
笑みながらも驚いている様子でした。

靉嘔氏の手で城の中が
鮮やかに

お城って大きいんやねぇ

みんなの絵に靉嘔氏もびっくり

　10月23日から11月３日まで、越前
大野城で靉

あ い

嘔
お う

展「虹男・虹女が大野城
に現れた」が開かれました。赤や黄、緑、
青と徐々に虹色のように描かれた男女
の作品などが甲

かっちゅう

冑などの常設展示物と
いっしょに展示されました。中国の詩
に用いられた最後５文字が天井に掲げ
られるなど城の全体が芸術空間とされ、
訪れた人を楽しませていました。

　亀山山頂まで登れない人を対象にした「初めての越前大野城招待事
業」が10月19日から21日まで行われました。車で結ステーションか
ら山頂まで送り、観光ボランティアによる歴史案内の後に、天守前
で記念撮影を行いました。間近で城を見たお年寄りは、こんなに大
きなものとは思わなかったとびっくりしていました。
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話題のひろば

華やか列車渓谷走る

赤黄に染まる木々や秋の食を満喫

ポニー引っ越しでぽっくりぽっくり

　10月30日と31日、九頭竜国民休養地で九頭竜紅葉
まつりが開かれました。色づき始めた木々の下にはサ
トイモやマイタケなど秋の味覚がずらりと並べられ、
多くの人が買い求めていました。今回初めて開かれた
特産早食い大会では参加者がそばや焼いた穴馬スイー
トコーンなどを口いっぱいにして食べていました。

　11月９日、円山公園のミニ動物園から越冬用の畜舎へポ
ニーが引っ越しました。ポニーは公園を管理している六呂
師高原振興会員の手綱に引かれ、ススキがなびく道路などを、
ゆっくりと歩きました。先にトラックで移動したヒツジやウ
サギなどといっしょに、雪が解ける来年４月ごろまで畜舎で
過ごします。

　10月30日と31日にJR越美北線の開業50周年を記念して、
ラッピング列車が３両編成で運行しました。３両での運行は
両日各１往復限りでした。越前大野城の１号車、九頭竜湖や
周りの自然を描いた２号車に、一乗谷遺跡の３号車が連結さ
れました。満員になったラッピング列車は秋の九頭竜峡を、
紅葉まつり会場近くの九頭竜湖駅までさっそうと走りました。
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JR越美北線は平成22年12月15日で開業50周年。
越美北線の移り変わりや本市のあゆみを振り返ります。

乗り継がれて50年 ～The 50th anniversary～

●昭和35年に福井・勝原間が開通
　戦争の影響で中断していた越美北線の工事が

住民の声で昭和31年に再開しました。４年後の

昭和35年12月15日に福井－大野－勝原約45㌔

が開通しました。建設が認可された大正９年か

ら40年の歳月を経てのことでした。

●６駅で歓喜の声
　当時、市内の

駅は牛ケ原、越

前大野、越前富

田、下唯野、柿

ケ島、勝原の６

カ所でした。各

駅には多くの市民が駆け付け、開通を喜びまし

た。特に越前大野駅に午前11時44分、祝賀列

車が到着すると万歳が三唱されるなど歓喜の声

が上がりました。

●貨物営業も開始
　旅客の輸送と同時に福井南・越前大野間の貨

物営業も開始しました。大正３年から福井市と

大野市を結ぶ唯一の鉄道として活躍していたの

が京福電鉄越前本線ですが、越美北線は勝山を

経由せずに福井方面へ行くことができ、通勤や

通学をする人の足となり、経済の高度成長期で

もあったため物資の流通も盛んになりました。

●このころ現在の市庁舎着工
　市制発足時の庁舎は手狭であり、市民への

サービスの充実を図るため新庁舎の建設に取り

掛かりました。昭和35年12月、起工式が行われ、

翌年11月には棟上げ式が行われました。工事は

着々と進み、昭和37年６月18日に新庁舎で事

務が開始されました。

世帯数 12,078世帯（-13世帯)

人　口 37,317人　（ｰ62人）

〈男〉 17,764人　（ｰ34人）

〈女〉   19,553人　（ｰ28人）

◆10月中の内訳
　転入　37人　　出生　12人
　転出　66人　　死亡　45人

市 民 の う ご き
平成22年11月１日現在（前月比）   

編

集

後

記

第２話　40年経て福井・勝原間が開通

　
昨
冬
は
12
月
17
日
の
初
降
雪
後
、

６
日
連
続
で
雪
が
降
り
ま
し
た
。
集

中
的
な
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と
な
っ
た
た
め
、
雪
崩

や
倒
木
に
よ
る
道
路
の
通
行
止
め
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発
生
。
落
雷
に
よ
る
電
話
不
通
も
あ

り
、
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
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。

〝
冬
将
軍
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気
ま
ぐ
れ
で
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突
然
猛
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を
振
る
い
ま
す
。
快
適
な
冬
に
向

け
て
、
早
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小
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）

　
幾
度
も
廃
線
の
危
機
に
遭
い
な
が

ら
も
、
市
民
が
声
を
上
げ
る
こ
と
で

乗
り
越
え
て
き
た
越
美
北
線
。
開
通

し
た
昭
和
35
年
12
月
、
現
在
の
市
庁

舎
を
当
時
の
市
報
で
は「
白
亜
の
殿

堂
」と
呼
び
、
そ
の
起
工
を
伝
え
て

い
ま
す
。
本
市
が
歩
ん
だ
半
世
紀
に

思
い
を
は
せ
な
が
ら
、
各
駅
停
車
の

列
車
に
揺
ら
れ
て
み
ま
し
た（
松
森
）

越美北線の開通（昭和35年12月）
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の
力
が
同
時
に
存
在
し
�
１
つ
の
場

の
中
で
せ
め
ぎ
合
い
活
力
を
呈
す
る
の
を

見
た
▼﹁
高
挙
尋
吾
契
﹂（
高こ

う

挙き
ょ

�
吾わ

が
契け

い

を

尋
ね
ん
）陶ト

ウ
エ
ン
メ
イ

淵
明
の
桃
花
源
詩
の
最
終
句
が

大
野
城
天
守
天
井
に
掲
げ
ら
れ
�
１
階
展

示
の
詩
と
呼
応
し
て
完
結
し
て
い
た
�
そ

の
中
に
虹
男
虹
女
が
い
る
の
で
あ
る
�
吾ご

契け
い

は
自
分
と
契
り
合
っ
た
も
の
�
自
分
の

理
想
と
ぴ
っ
た
り
一
致
し
た
も
の
�
桃
源

郷
�
ユ
ー
ト
ピ
ア
を
指
し
て
い
る
▼
靉
嘔
氏

は
虹
の
作
家
と
し
て
知
ら
れ
る
世
界
的
な
芸

術
家
で
あ
る
�
氏
と
大
野
は
40
年
以
上
の
交

流
が
あ
り
�
市
内
に
支
持
者
が
多
い
�
そ
れ

ら
の
人
の
力
が
結
集
し
て
今
回
の
イ
ベ
ン
ト

と
な
っ
た
�
果
た
し
て
氏
は
大
野
に
桃
源
郷

を
見
た
の
だ
ろ
う
か
▼
か
つ
て
九
頭
竜
川
霧

降
橋
の
上
か
ら
ぶ
ら
下
げ
た
虹
が
永
平
寺
の

虹
に
な
り
�
そ
れ
が
パ
リ
の
エ
ッ
フ
�
ル
塔

の
虹
に
な
っ
た
よ
う
に
�
お
城
と
い
う
環
境

を
結
合
さ
せ
た
今
回
の
試
み
は
次
に
何
を

生
む
の
だ
ろ
う
か
�
と
も
あ
れ
�
美
術
史

上
の
一
転
機
と
な
る
に
違
い
な
い
（
２
Ｙ
）

この広報紙は、古紙配合率100％の再生紙と
環境に優しい大豆油インキを使用しています。
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